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果実には輪紋症状，花弁には斑入り症状が生じる（農林
水産省，2023）。したがって，PPVのまん延を防止する
という観点からも，アブラムシ類の防除の徹底は重要で
ある。
和歌山県におけるムギワラギクオマルアブラムシの防

除対策としては，発芽期である 3月にアセタミプリド水
溶剤（商品名：モスピラン顆粒水溶剤）などの散布を行
っている。オカボノアカアブラムシの発生は局所的であ
るため，発生が認められたら，前述のアセタミプリド水
溶剤などを散布する。

II　 ウメシロカイガラムシ 
Pseudaulacaspis prunicola （Maskell）

雌成虫は，大きさ 2～2.5 mmの白色円形の介殻で覆わ
れており，枝上に寄生して吸汁する（図―5）。多発すると
樹勢の低下や枝枯れを引き起こす。雌は 2齢を経て成虫
となり，雄は蛹を経て有翅の成虫となる（河合，2003）。
交尾済みの雌が成虫態で越冬して翌春に産卵を行う。ふ
化直後の 1齢幼虫は歩行能力を持ち，自力または風によ

って移動・分散した後，蠟物質で体表面を覆い，枝に固
着して発育する。和歌山県では発生回数が年 3回で，歩
行幼虫の発生盛期は，第 1世代が 4月中旬～下旬，第
2世代が 6月下旬～7月上旬，第 3世代が 8月下旬～
9月上旬である。
和歌山県における薬剤防除は，休眠期の越冬雌成虫を
対象としたマシン油乳剤の散布，または薬剤感受性が高
い 1齢幼虫を対象とした薬剤散布を行っている。ウメ収
穫期前の第 1世代ふ化幼虫を対象とした防除では，幼虫
発生盛期にブプロフェジン水和剤（商品名：アプロード
フロアブル）やスピロテトラマト水和剤（商品名：モベ
ントフロアブル）を散布する。ウメシロカイガラムシの
第 1世代の幼虫発生盛期は，積算温度に依存するため，
年によって防除適期が異なる。本種は発育零点が 10℃
とされ（滝，2006），山梨県での第 1世代幼虫のふ化最
盛期における有効積算温度（1月 1日起算）の推定値は，
日平均気温を用いると 144.1日度（℃）であることが報
告されている（内田ら，2021）。これらの知見を適用し，
対象地域の気温データを当てはめて予測することで，年
次ごとの気候変動にかかわらず，精度の高い適期防除が
可能になると考えられる。なお，多発している圃場では，
第 2世代，第 3世代の発生時期に薬剤散布を行う。この
ほか，耕種的な防除として，ブラシなどを用いた介殻の
除去や成虫が多数寄生している枝の剪除も密度低下に有
効である。

III　果樹カメムシ類

ウメを加害するのはチャバネアオカメムシ Plautia 

crossota stali Scott，ツヤアオカメムシGlaucias subpunctatus 

（Walker），クサギカメムシ Halyomorpha halys （Stål） の
3種であり，和歌山県ではチャバネアオカメムシおよび
ツヤアオカメムシによる被害が多い。発生回数は，チャ

図－3　新梢に群生するオカボノアカアブラムシ

図－5　ウメ枝に寄生するウメシロカイガラムシ雌成虫

図－4 オカボノアカアブラムシの甘露による 
葉および果実へのすす病被害
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バネアオカメムシが年 1～3回，ツヤアオカメムシおよ
びクサギカメムシは年 1～2回である（外山，2014）。チ
ャバネアオカメムシおよびツヤアオカメムシはスギ・ヒ
ノキの球果を主な増殖源としており，球果が充実するこ
ろにスギ・ヒノキに移動し，繁殖を行う。そのため，ス
ギやヒノキの球果が多い年の夏季に繁殖が盛んに行われ
ると越冬成虫が翌年にウメ栽培圃場に多数飛来し，加害
する（図―6）。
被害は，成虫が口針を果実に刺入し，吸汁することで

生じる。被害を受けた果実には変色した吸汁痕や，そこ
からのヤニの流出が認められる（図―7）。果実が小さい
小梅などの品種では上記の被害に加え，カメムシ類の口
針が種子（胚）まで到達するため（図―8），落果被害が
多発する。

和歌山県における防除対策では，飛来が認められたら
直ちに薬剤散布を行うこととしている。ジノテフラン水
溶剤（商品名：スタークル顆粒水溶剤，アルバリン顆粒
水溶剤），チアメトキサム水溶剤（商品名：アクタラ顆
粒水溶剤），クロチアニジン水溶剤（ダントツ水溶剤），
ビフェントリン水和剤（商品名：テルスターフロアブ
ル）などを用いる。県内で果樹カメムシ類が多発した
2024年には，例年よりも早い 4月下旬から果樹園への
飛来および被害が確認され，特にツヤアオカメムシの飛
来が多かった。防除にあたっては，前年の夏以降の予察
情報（発生状況や越冬量）を確認する。特に多発が予想
される年には，夜温が高い日に飛来が多くなるため，気
象条件や飛来状況に注意を払う。また，飛来が長期間に
及ぶ場合には，複数回の薬剤散布を行う必要がある。

IV　 コスカシバ 
Synanthedon hector （Butler）

成虫は開張約 30 mm，体と複眼は紫黒色で（圡屋，
2003；図―9），ウメなどの樹皮に産卵し，樹皮下に食入し
た幼虫が形成層を食害する（図―10）。加害部位より先端
側においては衰弱や枯死が生じ，結果として収量の減少
や樹の経済寿命の短縮につながる。被害樹の枝幹部には
顆粒状の虫糞や樹脂の漏出（図―11），蛹殻（図―12）が認
められる。幼虫態で越冬し，5～10月までの長期間にわ

図－7　果樹カメムシによる被害果

図－8　果樹カメムシによる小梅の胚の吸汁痕

図－6　ウメ果実を吸汁するツヤアオカメムシ

図－9　コスカシバ成虫

図－10　樹皮下を食害するコスカシバ幼虫
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たって成虫の発生が見られる。和歌山県では 5～6月と
9～10月の年 2回，成虫の発生ピークが認められている。
防除対策としては，既に樹皮下に食入している幼虫に

対する薬剤防除は効果が期待できないため，ふ化直後の
幼虫が樹皮下へ食入するのを阻止することが重要であ
る。和歌山県では，5～6月のふ化幼虫の食入時期に，
フルベンジアミド水和剤（商品名：フェニックスフロア
ブル）などを枝幹部に薬液が十分かかるよう散布してい
る。被害が多発している圃場では秋季にフルベンジアミ
ド水和剤 200倍（5～200 l/10 a）の枝幹部への散布を行
う。上記の対策に加えて樹皮下への幼虫の食入が見られ
た場合には，樹皮を捲り，幼虫の掘り取りや針金などに
よる刺殺といった物理的防除を行う。また交信攪乱剤を
設置することで密度の低下が期待できる。ただし，その
効果は面積規模や圃場の地形などの条件に影響を受ける
ため，高い防除効果を得るには広範囲で設置することが
重要である。

V　 アカマダラケシキスイ 
Lasiodactylus pictus （MacLeay）

成虫は背部に赤い斑模様を有し，体長は 5.5～8.5 mm

である（図―13）。幼虫は 3齢を経て蛹化し，羽化して成
虫となる。国内に広く分布し，クヌギなどの樹液や落下
した果実を餌としている（中・間佐古，2009）。幼虫は

完熟果実の香りに強く誘引されることに加え歩行能力に
優れている（菱池ら，2009）。和歌山県みなべ町では，
成虫の発生は 4月下旬～10月下旬，幼虫は 5～7月，8～
10月に認められている（貴志，2020）。樹上の果実を収
穫する場合には本種の食入は見られないため，問題とな
らないが，前述のとおり，梅干し用には完熟して落下し
た果実が用いられる。成虫および幼虫は，完熟落下した
果実に食入する（図―14）。成虫は収穫時の刺激で逃亡す
ることが多いが，幼虫は果実内でとどまる。梅干し用の
果実は，一次加工として塩漬けされた際に果実内部で幼
虫が死亡することによって梅干し製品への異物混入が問
題となる。
和歌山県では，化学的防除と耕種的防除を組合せた総
合的な防除対策が行われている。化学的防除として，収
穫前の樹上果実へのチアクロプリド水溶剤（商品名：バ
リアード顆粒水溶剤）の散布が行われる。耕種的な防除
として，落下果実の早期除去と収穫果実の水浸漬が行わ
れる。圃場内に 24時間以上放置された完熟果実などが増
殖源となり，幼虫の密度が高まるため，収穫開始前に圃
場内の落下果実を除去するとともに，収穫期間中は毎日
果実を残さないように収穫を行う。さらに，収穫後の果

図－11　コスカシバ幼虫による被害

図－12　コスカシバの蛹殻

図－13　アカマダラケシキスイ成虫

図－14 果実内部を食害するアカマダラケシキスイ成虫 
および幼虫
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実を 30分以上水に浸漬することで，果実内に食入した幼
虫の 90％以上を離脱させることができる（中ら，2010）。
県内のウメ産地では，収穫コンテナを積載したパレット
を大型浸漬槽に水浸漬することで，作業の省力化が図ら
れている（図―15）。ただし，果実への食入幼虫数が多い
ほど，水浸漬による幼虫の離脱率は低下する傾向にある。
したがって，前述の薬剤防除や圃場衛生を徹底のうえ，
収穫果実の水浸漬を組合せることで本種による被害およ
び異物混入のリスクを最小限に抑えることができる。

VI　 クビアカツヤカミキリ 
Aromia bungii （Faldermann）

成虫は体長が 30～40 mm，体と肢は艶のある黒色で，
前胸背板が赤色である（図―16）。触角の長さが雌雄で異
なっており，雄は体長の 2倍近く，雌は体長と同程度で
ある。成虫は5月下旬から8月にかけて発生が認められ，
モモ，スモモ，サクラ，ウメなどのバラ科樹木の樹皮に
産卵し，ふ化幼虫が樹木内部を食入する。産卵数は多
く，産卵数が 1,000を超える個体も確認されている（浦
野・加賀谷，2017）。多くの個体は 2年 1化の生活環で
ある（岩田，2018）。ふ化した幼虫は形成層付近を食害
した後，老熟すると木質部へ食入し，蛹室を形成する。
幼虫が食入した樹からは木くずと虫糞の混合物であるフ
ラスが排出される（図―17）。激しい食害を受けると，フ
ラスが地面や枝上に堆積し，樹勢の低下や枯死を引き起
こす。なお，本種は 2018年に「特定外来生物」に指定
されており，飼育や生きたままの移動は原則禁止されて
いる。
和歌山県の被害確認地域における防除対策としては，

成虫が多発する 6月中旬以降から 8月にかけて殺虫剤を
複数回散布している。本種に対して殺虫効果があるネオ
ニコチノイド系のアセタミプリド水溶剤（商品名：モス
ピラン顆粒水溶剤），チアメトキサム水溶剤（商品名：
アクタラ顆粒水溶剤），クロチアニジン水溶剤（商品名：

ダントツ水溶剤，ベニカ水溶剤）などが用いられる。薬
剤防除によって園内の成虫個体数の減少が期待できる
が，圃場外から飛来した成虫によって産卵が行われ，食
入幼虫により加害される場合もある。そのため，幼虫の
食入が認められた場合には，樹皮をマイナスドライバー
などで捲り，樹皮下の幼虫の掘り取りや針金などによる
刺殺，フェンプロパトリンエアゾル（商品名：ロビンフ
ッド）の噴射を行う。フラスの排出箇所が多く，多数の
食入幼虫が見られる場合は，被害樹の伐採，抜根を行う
ことで，圃場内の密度低下に努める。伐採後の被害材を
放置すると，成虫が羽化・脱出する恐れがあるため
10 mm以下に粉砕または焼却施設での焼却処分などを
行う。抜根が難しい切り株については，成虫の脱出を防
ぐため，目合い 4 mmのネットなどで 2重に被覆し，さ
らにその上からビニールシートで覆う。本種は公園のサ
クラや放棄園のバラ科果樹でも繁殖するため，圃場内で
の防除のみならず，地域全体で発生源を特定し，包括的
な対策を徹底することが極めて重要である。

VII　 モモヒメヨコバイ 
Singapora shinshana （Matsumura）

成虫は 3～3.5 mmで，体色は黄緑色で，頭頂部に黒点
がある。若齢幼虫は淡黄色であるが，終齢幼虫になるに
つれ，黄緑色になる。本種は葉を吸汁加害し，吸汁され

図－15　大規模な水浸漬処理

図－17　地面に堆積したフラス

図－16　樹幹で交尾するクビアカツヤカミキリ成虫
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た葉は被害初期には淡黄色から黄白色の吸汁痕が認めら
れる。寄生密度が高まり激しく吸汁されると，葉全体が
白く退色し（図―18），光合成速度の低下や早期落葉を引
き起こす。和歌山県では，常緑樹の葉上において成虫態
で越冬することが確認されており，ウメの発芽期に越冬
成虫が飛来し，黄色粘着トラップには 3月下旬に最も多
く誘殺される。4月以降，越冬成虫は減少するものの，
5月に第 1世代の幼虫の発生が認められ，6月から 9月
にかけて葉裏に多数の成虫および幼虫が寄生する（図―
19）。10月以降は幼虫が減少し，成虫が多数を占める。
無防除圃場の場合，慣行防除圃場よりも早期に発生し，
被害程度が高まることから考えると，果実収穫までの慣
行防除を徹底することで，6月ごろまで被害および寄生
密度を抑制することが可能である。しかし，収穫後の
7月以降には圃場外から成虫が飛来し，密度が高まる場
合があるため，発生状況に注意を払う必要がある。和歌
山県における防除対策は，収穫期まではアブラムシ類や
果樹カメムシ類との同時防除により低密度を維持する。
収穫後の夏季以降に発生が認められた場合には，多発す
る前にフルバリネート水和剤（商品名：マブリック水和
剤），フェンプロパトリン水和剤（商品名：ロディー水
和剤）などを散布し，さらなる密度の増加および被害を
抑制する。

VIII　キクイムシ類

ウメを加害するキクイムシ類として，和歌山県ではハ
ンノキキクイムシ Xylosandrus germanus （Blandford） と
サクセスキクイムシ Xyleborinus saxeseni （Ratzeburg） の
被害が広く認められる。ハンノキキクイムシは体色が黒
から暗褐色，体長が約 2.0～2.5 mm，短円筒状であるの
に対し，サクセスキクイムシは体色が光沢のある黒褐色，
体長が約 2.0 mm，細長く円筒状である（図―20）。両種
とも木質部に穿孔して坑道を形成し，共生関係にあるア
ンブロシア菌を繁殖させ，餌とする「養菌性キクイムシ
類」である。成虫は菌の胞子，菌糸を貯蔵・運搬するた
めの器官である菌嚢（マイカンギア）を有する（升屋・
山岡，2009）。樹体内において成虫態で越冬する。雌成
虫は枝幹部分に穿孔し，坑道の壁に共生菌を接種して産
卵を行う（中島，1999）。幼虫はふ化後，坑道内で繁殖
したアンブロシア菌を摂食して成長し，羽化する（図―
21）。通常，健全樹では樹液の流出などの防御反応によ
り穿孔は阻害されるため，被害は主に樹勢が低下した樹
で認められる。被害樹には直径 1 mm程度の小さな穴が
見られ，線香状のフラスが排出される（図―22）。和歌山
県では，4月から 5月にエタノールトラップへの誘殺数
が多い傾向がある。

図－19 葉裏に寄生するモモヒメヨコバイ成虫
および幼虫

図－18　モモヒメヨコバイによる被害葉

図－21　樹体内のハンノキキクイムシ雌成虫と幼虫

図－20 ハンノキキクイムシ成虫（左）とサクセス
キクイムシ成虫（右）
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ウメでは，キクイムシ類に適用がある殺虫剤はMEP

乳剤（商品名：ガットキラー乳剤）のみに限られ，かつ
使用時期は休眠期のみである。樹木内部で繁殖するキク
イムシ類に対しては，休眠期の薬剤散布では十分な効果
が期待できない。被害樹を放置すると増殖し，圃場内で
の被害拡大につながる可能性がある。そのため，和歌山
県における防除対策としては，被害樹の早期発見と速や
かな伐採が基本となる。伐採後の被害材は圃場外で適切
に処分を行う。

お　わ　り　に

ウメを加害する害虫種は同じバラ科果樹のモモやスモ
モと比較して多くない。ウメの防除期間はこれまで 3月
の発芽期から 6月の収穫期前までであった。しかし，近

年モモヒメヨコバイやクビアカツヤカミキリといった侵
入害虫による被害の拡大に伴い，収穫後の防除も重要視
されつつある。また近年の気候変動に伴い，害虫の発生
時期やウメの生育ステージが変化する場合も想定される
ため，単に慣例的な防除では被害の抑制が困難になる恐
れがある。このため，作物の生育段階，圃場での害虫発
生状況を観察し，適期に効果の高い防除対策を実施する
ことが重要である。
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図－22　キクイムシ類による被害樹

■キュウリ：キュウリ黒点根腐病（福岡県：初）3/3
■果樹類：チュウゴクアミガサハゴロモ（島根県：初）

3/3
■サクラ：クビアカツヤカミキリ（岐阜県：初）3/6
■トマト：トマトキバガ（群馬県：初）3/6

各都道府県から発表された病害虫発生予察情報のうち，特殊報のみ紹介。発生作物：発生病害虫（発表都道府県）
発表月日。都道府県名の後の「初」は当該都道府県で初発生の病害虫。

※詳しくは各県病害虫防除所のホームページまたは JPP―NET（https://web1.jppn.ne.jp/）でご確認下さい。

■ショウガ：ショウガ褐色しみ病（岡山県：初）3/9
■シネラリア：キク茎えそウイルス（神奈川県：初）

3/23
■ダイコン：ダイコン褐斑細菌病（仮称）（神奈川県：
初）3/27
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